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理学博士　理学修士（化学）

弁理士候補生

1982 年 ミュンヘン、 ドイツ

言語: ドイツ語、英語

専門分野: 化学

       laub@mueller-bore.de

ハンス・A・ラウプ

履歴

ラウプ氏は2003年から2008年の間、ミュンヘン大学 (Ludwig-Maximilians-Universität München) におい

て化学を専攻し、そのうちの数週間、ボストンカレッジ (Boston College) の研究グループにおいてオレフィ

ンメタセシスの分野の研究を行う。ラウプ氏は2008年に修士論文「スーパーシリル置換アリルシランおよびシ

リルエノールエーテルの求核性」で修士課程を修了する。

2009 年から 2014年の間、ミュンヘン大学において博士論文 「不飽和有機シランおよびイナミドの構造活

性相関」に取り組む。博士課程の間、ドイツ、ベルギー、アメリカ合衆国の研究グループと共同研究を行う。博

士課程におけるラウプ氏の研究の焦点は、有機化学の重要なビルディングブロックであり、その構造活性相関

を速度論的研究および合成研究により検討した。 

2014年に当ミュラーボレに加わり現在に至る。 

専門分野

専門分野は無機化学、有機化学、物理化学、高分子化学、色素、触媒、電気化学、ナノテクノロジーなどであ

る。


